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ゴノサイトの発生不全は精子の機能性に影響するなど生殖能低下につながる。さらに、ゴノサイトの細胞周期の異常は精巣がんのリス

クとなる。本研究では、ゴノサイトでの適切な遺伝子発現を可能にするシステムを解明しようとしており、上述の社会的要請に答えること

につながる。
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ゴノサイトは、始原生殖細胞と精子幹細胞との間の発生段階に位置する細胞集団である。我々のグループではこの細胞集団で、トラン

スポゾンが一過的に活性化することを示してきた。そこで本年度は、このゴノサイト集団でのホスト遺伝子の発現パターンを検証した。そ

の結果、ゴノサイトの中期では数千もの遺伝子群が発現した後、再度その発現パターンが抑制されることを見出した。この一過的な脱

抑制は抑制的なヒストン修飾であるH3K27me3がゲノム上から消去されることと同時に起こっていた。さらに、この一過的な発現上昇と、

プロモーター上のH3K4me3のレベルの上昇には強い相関が見られた。以上のプロファイリングをもとに、一過的に遺伝子が発現上昇

し、H3K4me3がプロモーターに蓄積することが、プロモーターがDNAメチル化から保護されているというモデルをプリプリントとして発表し

た（Li et al., 2024, bioRxiv）。
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